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＊特別養護老人ホーム湖水苑 TEL43-8955

＊認知症老人グループホーム湖水苑 TEL43-0032 ＊デイサービスセンター湖水苑 TEL43-8955

＊ケアサポート相生 TEL24-7733 ＊居宅介護支援事業所相生 TEL24-7737

＊サービス付き高齢者向け住宅ヴィラ湖水苑 TEL43-3950 ＊たいしゃ保育園 TEL53-2423

湖
水
苑
夏
祭
り

八
月
四
日
に
、
湖
水
苑
夏
祭
り
を

三
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
企
画
で
は
、
「
稲
田
姫
」
様
に
よ

る
銭
太
鼓
・
鳴
子
踊
り
・
傘
踊
り
と

「
中
村
民
謡
会
」
様
に
よ
る
津
軽
三

味
線
を
演
舞
さ
れ
、
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
利
用
者

の
方
と
職
員
と
の
日
頃
の
様
子
を
ま

と
め
た
「
ム
ー
ビ
ー
上
映
」
、
「
お

楽
し
み
抽
選
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

屋
台
で
は
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
・
サ

バ
サ
ン
ド
な
ど
を
販
売
し
た
り
、
ど

じ
ょ
う
す
く
い
・
輪
投
げ
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
は

な
ん
と
い
っ
て
も
神
西
湖
畔
に
二
千

発
の
花
火
鑑
賞
で
す
。
湖
水
苑
は
、

湖
陵
側
と
神
西
側
の
両
方
か
ら
の
花

火
が
み
ら
れ
る
特
等
席
で
す
。
た
く

さ
ん
の
方
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

出
雲
医
療
福
祉
専
門
学
校
・
宍
道
高

校
・
出
雲
西
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
に
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

九
月
十
四
日
に
、
壽
光
会
敬
老

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
米
寿
五
名
、

白
寿
一
名
、
百
寿
一
名
、
新
百
歳

一
名
、
百
歳
以
上
三
名
の
ご
利
用

者
の
方
々
が
お
祝
い
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
最
高
年
齢
は
、
明
治
生

ま
れ
の
湖
陵
町
最
高
年
齢
の
満
百

七
歳
の
方
で
し
た
。
来
賓
の
三
原

健
史
湖
陵
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
よ
り
、
「
笑
い
は
元
気
百
倍
！
」

と
い
う
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
式

の
後
半
は
、
ハ
マ
ナ
ス
保
育
園
の

園
児
に
よ
る
ハ
マ
ナ
ス
太
鼓
、
た

い
し
ゃ
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
ダ

ン
ス
、
両
園
の
園
児
四
十
四
名
に

よ
る
合
同
の
歌
の
披
露
が
あ
り
、

式
典
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
手
渡
し
が
行
わ
れ
、
大
変

感
激
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昼
食

は
調
理
職
員
が
腕
に
よ
り
を
か
け

て
作
っ
た
特
製
お
祝
い
弁
当
を
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
、
皆
さ
ん
揃
っ
て

こ
の
日
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

敬
老
会

９月１９日に、全国蒲鉾水産加工協同組合連合会主催による「元気モリモリ かまぼこ体操イベント」がありました。体操

のお姉さんやカマピー＆チックルの登場に、子どもたちは大興奮！クイズ大会では、蒲鉾を食べると体が強くなることを学ん

だり、一緒に「元気モリモリ かまぼこ体操」を踊ったりしました。その後、出雲水産加工協同組合様から頂いた蒲鉾をみん

なで食べました。大社地区では蒲鉾づくりが盛んで、保育園でも給食やおやつでも身近な食材として食べています。今回のこ

とで、より蒲鉾の良さを知り、親しみを持つことができたのではないでしょうか。これからも地元の食材に親しみ、子どもた

ちの食と健康について考えていきたいと思います。

元気モリモリ かまぼこ体操イベント

たいしゃ保育園

７月１４日に、七夕まつりを行いました。みんなの願い事を書いた短冊が風にそよぐ中、

園児たちの賑やかな歌声でオープニングをしました。保護者会役員さんを中心として開

いたお店コーナーでは、お家の人と一緒に買い物やゲームをして、お祭りの気分を味わっ

ていました。

七夕まつり

運動会

９月２９日に、運動会を行いました。あいにく台風が近づき、今年度は大社小学校の体育館での開催となりましたが、子ど

もたちのやる気と元気は雨雲も吹き飛ばす勢いです。日頃の遊びの中から、楽しんできたこと・頑張ってきたこと・友達と力

を合わせてやっとできたことなどを競技につなげました。それぞれに取り組んできて成長した姿を、保護者や地域の皆様に見

ていただく中で、力を発揮することができ、子どもたちはとっても嬉しそうでした。胸に輝く金メダルに負けないくらいキラ

キラの笑顔でした。

たいしゃ保育園ハマナス保育園



７月１１日に、出雲西高等学校におい

て、認知症サポーター研修を行いました。

今年で３回目となり、本年度も普通科福

祉コースの生徒（３３名）さんが参加さ

れました。グループホーム管理者と西校

出身の勤務３年目の職員が出向き、認知

症についての基礎的な知識や認知症の方

に対する対応の仕方などについて説明を

しました。生徒の皆さんは熱心に聴いて

くださり、最後には先輩の職員に対して

介護福祉士としての利用者に対する接し

方についての質問もありました。今後の

皆さんの生活において今日の研修が少し

でも役に立つと幸いです。

７月２７日に、ヴィラの看護師も所属する島根県助産師会に依頼し、「いのちの楽習」の講座を

開いていただきました。普段は、保育園や小・中学校で行われているものなので、高齢者の方への

講座は初めてということで、講師の方々も内容を高齢者向けに考え直し、ドキドキしながらお話し

て下さいました。ご利用者の方も２５名参加され、昔を思い出し、赤ちゃんの人形を一人ずつ抱い

てみられる時には、頬ずりをして離さない方や、普段無口な男性が何とも言えない表情をして「重

い」と呟かれたり、色々な想いを馳せておられました。ドキドキの講師さん達も、皆さんの反応に

安堵の表情でした。

湖陵海岸清掃

出雲商業高校茶道部との交流

７月１７日に、出雲市立湖陵中学校

において、認知症サポーター研修を行

いました。３年生（３３名）を対象に

家庭科の授業の１コマを使わせて頂き、

研修をさせてもらいました。中学校で

の研修は初めてで、不安もありました

が、皆さん静かに熱心に聴いていただ

き、良い研修ができたと思います。皆

さんが研修終了後に配られたオレンジ

リンクを身に着けて、地域社会で活躍

されるのを願っています。

ケアサポート相生

ヴィラ湖水苑

グループホーム湖水苑 認知症サポーター養成講座

７月１５日に、湖陵地区連合会主催の環境美化活動（海岸清掃）に、

職員とその家族計１４名が早朝より参加しました。思っていたよりゴミ

が多く、約１時間の清掃に汗を流しました。地域の方たちと共同で、今

後もこの美しい景色をいつまでも大切にし、未来に残していきたいと思

いました。

出雲西高校

湖陵中学校

８月２日に、島根県立出雲商業高等学校の茶道部（４名）が湖水苑を訪れ、お点前を披露してくだ

さいました。この４月に高校を卒業し事務に採用された職員が茶道部のＯＧであることから、この企

画が実現しました。２班に分かれて、特別養護老人ホーム・デイサービス・グループホームのご利用

者の方約７０名と交流をしました。初めての試みであり、生徒の皆さんにとってはこのようなたくさ

んの方にお茶を出すといった経験はなく、うまくできるか不安だったそうです。しかし、ご利用者の

方にお茶とお菓子を出して食べていただいたときに、「美味しいよ」と笑顔で言われ、そのような不

安はなくなったそうです。生徒の皆さんとたくさんお話ができ、とても楽しいお茶会となりました。

菅井香依

特養施設課

介護職員

新入職員紹介

８月２２日に、出雲地区雇用推進協議会・出雲市の主催による「出雲の魅力・

企業の魅力発見ツアー」として、島根大学の学生４名が特別養護老人ホーム湖

水苑を見学に訪れました。島根大学のＣＩＣ事業（コミュニティ・イノベーショ

ン・チャレンジ）を利用して、「出雲の魅力・企業の魅力を伝えるプロジェク

ト」として、学生自ら企業見学ツアーを企画したそうです。若手職員との意見

交換を通し、法人や職場の特徴・魅力を学生に伝えさせていただきました。

出雲の魅力・企業の魅力発見ツアー

永瀨ひろ子

特養施設課

介護職員

中国の銀川大学健康管理学院 施設見学
８月１０日に、中国の「銀川大学

健康管理学院」の教員と高校生２名

と、来年度に日本語学科の開設を予

定しているトリニティカレッジ出雲

医療福祉専門学校の教員と一緒に当

法人を見学していただきました。

バースデープロジェクト「いのちの楽習出前講座」

岸 貞子

特養施設課

介護職員

えるぼし認定
９月５日に、厚生労働大臣より「女性の職業生活におけ

る活躍の推進に関する法律」に基づく『えるぼし』認定を

受けました。女性の活躍推進に関する取り組みの実施状況

が優良な証です。５つの評価項目（採用、継続就業、労働

時間等の働き方、管理職比率、多様なキャリアコース）を

すべて満たし、最高位の認定段階３となりました。

９月２７日に、地域密着型運営推進会

議を開催しました。近況報告として上半

期の主な活動報告と、今後の予定を話し

ました。駅前交番所長からは、交通事故

発生状況と死亡事故の特徴、出雲警察署

管内の犯罪情勢などをご説明していただ

きました。

地域密着型運営推進会議

谷垣真子

本部看護課

看護職員

坂本由紀

本部総務課

管理職員

特別養護老人ホーム・グループホーム 家族会草刈り

７月２１日に、早朝から特別養護老人ホームとグルー

プホームの家族会の皆様による、敷地内の草刈りが行わ

れました。暑い中ではありましたが、普段刈ることがで

きない場所まで入って下さり、終われば「次はどこにい

きましょうか」等のありがたい言葉をいただき、皆様の

ご協力で敷地内の隅々までとてもきれいになりました。

森山愛子

ケアサポート相生

介護職員


